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　　　　日時：脚鱗6即醐）“手6ち3Q塑叩、』・・一・』』1．鯛同様全象員の探票によリレ雌2名を推せん・

　　　　揚，櫛鯨躯簿鉾議室・1・・．・．』腕』、．、，・i一す靱酵し珂，纈腿鞭麟員会にゆ燃

　　　．1綿蓼恥、棚課鄭概岸侃規謁、。』冗1る・』，

　　　鰍轡轡』鯛轡r（騨甲礼写馬麟聯響9磐轡き1㌧
　　　　遇辮享騨匹伴嘆腿北國琴㌧・辱轡員会鵬翠でに季章を選串

　　　　　且解大会の当番官畢として棘鞘大麹；依頼、、す災害科学総会研究吻第2購演会およ凱・日本

　　　　　　　しもし不可鰍璽韓躯気象辞依鮒・「』・騨鯖学会第・9蹴会磯麹体となることを
　　　　　　　る』’、』’　　　・．r　。』　…一一「一　．　一ン　・願，廓承謡する・・ただし地学教育学会については具体的一

　　　　3 嚇騰第糊会員飾灘ん醐i鰍「♂，瀕琳余の報告を聯茜

　　　　　　　　　　　　　　　　　　“第15向（霜期）常任理事会議事録

　　　　日時：昭和40年7月硯・〈火）1a30～1＆00．1　一・』・官にこれを送付1イ1≧嬢庁としてもこの緬の方

　　　　場　所：東京管区気象育会鱗室ン1』　　一・　・坑　、
・
．

ゴ　韻向で具鉢的撫措置をとられ為よう依頼する」

　　　　一出席者：畠山1正野，北隔，・桜庭ゴ小平，今井ゴ大田，

　　　　　　　　神山，』吉野ゼ増田，安藤　各理事（順序不同）「、

　　　　議　決

　　　　　1．．国際雲物理の会計については1特別会計であるの　．

　　　　　　一で，整理がっいた所で会計の監査を行う．なお監

　　　　　　　査には当学会の監事にこれを依頼する．

．　　　　2．秋季大会は，，12月土旬に，東京管犀寒象台との共

　　　　　　　催で行なうことを承認する．東管の申し串でも南

　　　　　　　って，宿舎の世話などは行なわず，簡素な大会ど

　　　　　　　』する．大会委員長は， 東管台長に依頼する、

　　　　　3・来年、（昭41）・9月亨都で行なわれるパウンダ リ

　　　　　　　ー・レー・ヤー4）犀除シンポジク今は・学術会議の

　　　　　　　主催で行なわれるが，共催学会に，物理，f航空，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し　　　　　　　海洋の諸牽会とともに当学会も参加することを承

　　　　　　　認する．　　　　　一

　　　　　牛　当学会の学術余議会員の茅備選挙は・7月1q日で

　　　　　　　締切られるが，非常に票が分散する、おそれがある

　　　　　　　ので，者効投票総数の1／10以上の得票がなけれ

　　　　　　　ば，1～2位になっても，当学会の推せん候補と
〆

　　　　　　　はしない．・・

　　　　　5．気象研究ノ・rトの編集委員に増田会員を，長期計

　　　　　　　画め新らたな委員に吉野正敏，小倉義光，増田善

　　　　　　　信，清水逸郎，松本誠一，小平信彦の6会員をそ

　　　　　　　れぞれ依頼する．

　　、　　6．気象学会の「気象学の長期計画」については，気

　　　　　　　象業務との関連もあるので，理事長から気象庁長


